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　令和５年第3回定例会は、９月６日開会し９月19日まで14日間の会期で開かれた。９月６日は一般質問が
あり６名が登壇。また報告４件があり、議案８件を各常任委員会へ、認定７件を決算審査特別委員会へ付
託した。９月19日の最終本会議では、各常任委員会、決算審査特別委員会の委員長から報告があり、議
案８件を可決、陳情１件を採択し、認定７件を認定、追加議案の承認１件を承認した。

❖ 歳入項目別決算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

❖ 歳出項目別決算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

依存財源
5,751,681千円 （80.5%）

国庫支出金
　843,041千円 （11.8％）

地方交付税
　3,494,526千円 （48.9％）

自主財源　1,395,719千円 （19.5%） 

町税
　541,812千円 （7.6％）
諸収入
　179,679千円 （2.5％）
寄附金
　169,876千円 （2.4％）
繰入金
　160,776千円 （2.3％）
繰越金
　153,111千円 （2.1％）
財産収入
　89,150千円 （1.3％）
使用料及び手数料
　68,998千円 （1.0％）
分担金及び負担金
　32,317千円 （0.5％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金･その他
　30,158千円 （0.4％）
地方譲与税
　54,972千円 （0.8％）
地方消費税交付金
　161,738千円 （2.3％）
町債
　460,147千円 （6.4％）
県支出金
　707,099千円 （9.9％）

歳入総額
7,147,400
千円

義務的経費
2,785,039千円 （39.9%）

その他の経費
3,224,348千円 （46.3%） 

投資的経費
960,321千円 （13.8%） 

普通建設事業費
　960,321千円 （13.8％）

貸付金
　1,440千円 （0.0％）

投資及び出資金
　32,606千円 （0.5％）

維持補修費
　77,580千円 （1.1％）

積立金
　374,664千円 （5.4％）

繰出金
　559,189千円 （8.0％）

補助費等
　997,310千円 （14.3％）

物件費
　1,181,559千円 （17.0％）

人件費
　1,267,190千円 （18.2％）

公債費
　838,333千円 （12.0％）

扶助費
　679,516千円 （9.7％）

歳出総額
6,969,708
千円

令和4年度喜界町一般会計の決算審査認定

❖❖❖❖ 人口一人当り決算額１０６万円 ❖❖❖❖❖❖❖❖ 人口一人当り決算額１０６万円 ❖❖❖❖
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（委員長:安田 英次郎）
やすだ　えいじろう決算審査特別委員会報告

決算審査の主な事業

43，800千円

396,233千円

267，000千円

8，300千円

211，600千円

47，093千円

15,639千円

141,822千円

38,131千円

30，259千円

10，679千円

1，700千円

庁舎管理

財産管理費

新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付
金事業費

ジオパーク推進事業費

消防費

戸籍住民基本台帳費

海岸漂着物等地域対策
推進事業費

塵芥処理費

農業振興費

畜産振興費

喜界町営農支援センター
運営費

鳥獣防止対策事業費

総務課

企画観光課

消防分署

町民税務課

農業振興課

担 当 課 内　容　説　明 決算額事　業　名

庁舎屋上防水工事（町単独事業）など

旧坂嶺幼稚園解体・撤去工事費や各種保険料、委託料
など

①旧志戸桶幼稚園トイレ改修工事
②公民館雨戸設置（川嶺・上西・上中・上東・先山・羽里・
　山田・池治・中間・先内・中熊・西目・嘉鈍・蒲生）
③プレミアム商品券発行
④港湾・空港検温作業
⑤糖業・畜産事業者支援
⑥子育て世帯等臨時特別支援給付金支給
など感染症対策や経済の衰退を抑え活性化を図った

プロジェクトチームの発足。町長、職員、議員へのジオ
パーク研修会を実施。また早町地区の防災訓練では、
ジオと防災を絡めた説明を行いジオパークの周知を
図った

消防職員１５名（内　救命救急士７名・潜水士10名）
消防団員１０８名。
令和４年度実績（火災２件、救急４０７件、捜索２件、島
外搬送４２件、不発弾処理２件）

委託料（町単独事業）等

シルバー人材センター委託料など。台風の襲来により、
島の周囲全域に大量の漂着物が流れたため、廃棄物
処理業者により処理を行った

廃棄物収集及び運搬業務委託、シルバー人材センタ
ー委託料など。生活環境の保全及び公衆衛生の向上
を図る

畜産基盤再編総合整備事業負担金、増産推進事業補
助金など。飼育管理技術を指導し優良牛などによる肉
用牛の改良を進めた

畜産基盤再編総合整備事業負担金、増頭推進事業補
助金など

営農支援センター管理作業委託金、園芸指導員委託
料など

鳥獣害から農作物被害軽減に努めるため、シカやカラ
ス駆除等を行った
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決算審査特別委員会報告

89，900千円

129，800千円

316，986千円

70，075千円

21，905千円

9，844千円

26，842千円

81，500千円

4，375千円

36，409千円

1，699千円

1，587千円

570千円

2，759千円

2，381千円

165千円

道路新設改良費

地域住宅交付金事業費

社会福祉総務費

電気･ガス･食料品等価格
高騰緊急支援給付金支給
事業費

高齢者福祉費

こども医療費助成事業費

新型コロナウイルスワク
チン対策事業費

小学校・中学校費

幼稚園費

給食施設費

公民館費

文化活動費

図書館費

図書館費

旧学校管理費

旧学校管理費

まちづくり課

保健福祉課

教育委員会
総務課

教育委員会
生涯学習課

担 当 課 内　容　説　明 決算額事　業　名

誰もが安心して活き活きと暮らせる生活空間の形成
や安全・快適に移動できる道路環境を形成するため、
町道や集落道の整備を積極的に行った。（早町・中里・
赤連）

公営住宅は耐用年数を超過し、老朽化していることか
ら安全対策及び住環境の改善を図るため、公営住宅
の建替を行った。（湾宮戸住宅新築工事・中里建設予
定地地質調査）など

ひとり親家庭医療費助成金等

住民税非課税世帯
１，３９３世帯×３万円等

「食」の自立支援事業（配食サービス）委託料等

こども医療費助成金

医師２名 看護師７名
集団接種会場への送迎バス運行費等

〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改
　善の推進
〇道徳教育の充実
〇ICTを活用した学習活動の充実
〇幼・小の連携、中高一貫教育の充実などに取り組んだ

あゆみ幼稚園：黒板張替、体育館門修理、フェンス修理。
のぞみ幼稚園：舞台修理

賄材料費。物価高騰を予想し食材の見積入札を実施
したが、児童数減少等で昨年より約140万円減

中央公民館前に身障者用駐車場設置及び3か所に手
すり設置

喜界馬補修委託料（中央公民館のはく製馬）

図書館前に身障者用駐車場設置及び手すり設置

図書購入費。約20％は地元購入

旧二中、坂小、荒木小、小野津小の管理委託及び旧早
小、阿伝小、滝川小の除草業務を7団体へ委託

旧坂嶺小の雑木撤去
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“畜産農家への支援強化”“畜産農家への支援強化”

一般会計補正予算

総務文教常任委員会報告

令和５年度 補正予算の主なもの

（委員長:野間 弘也）

1,000千円

4,240千円

2,000千円

999千円

2,000千円

12,500千円

870千円

77千円

200千円

800千円

580千円

3,000千円

4,175千円

4,000千円

施設改修工事（町単独事業）

脱炭素化推進費

（歳入） 特定寄付金

移住促進事業費

サンゴ留学事業費

ジオパーク推進事業

賦課徴収費

町民税務課委託料

火葬場費

環境衛生施設費
（と畜場改修費）

塵芥処理費

脱炭素化推進費

総務課

町民税務課

教育委員会
総務課

企画観光課

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

坂嶺小避難所のトイレ改修に伴う資材の高騰による増額

脱炭素化に向けた取り組みで電気自動車を2台運用するた
め庁舎内に設備整備を行う費用

打ち上げられた軽石を役場庁舎敷地内で敷材として活用
するため、志戸桶の堆肥場から移動するための重機借上
げ料

今年３月に寄港したクルーズ船（フランスのポナン社）から
の寄付金

空き家改修の件数増加に伴うもので、今年度は現在１２件
の改修を予定

新たに寮を整備するため、旧前川病院の施設解体・撤去工
事費

ジオパーク認定に取り組んでいることを町民へ知って頂く
ための懸垂幕設置や、のぼり旗、ハッピ等の購入費やロゴ
マークの商標登録を行うためにかかる費用

道路交通法の改正により特定小型電動付き自転車に標識
(ナンバープレート)の取り付けが義務付けられたことによる、
新規のナンバープレートの制作に係る費用

TNR(野良猫の不妊・去勢手術)を行うための委託料で処置
数の増加により増額

火葬場の待合所のエアコン購入費

保健所から指摘を受けた、と畜場の修繕費で、事務所の柱、
ドア・サッシ、熱湯消毒機の台、室外水道蛇口の取り換え、室
外コンセント、側溝のふたの取り付け等の費用

クリーンセンター内のごみを持ち上げるクレーンのワイ
ヤー取り換え費用

「下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に
関する特別措置法」に基づき、令和６年度からクリーンセン
ターの運営を民間業者へ委託する計画をしており、その移
行を行うための準備として民間業者へ９月から１２月まで
業務を行うための委託料

老朽化に伴う喜界小学校体育館の建て替えを補助率の高
い事業で実施するための基本設計委託料

◎

◉◉◉◉◉◉ ◉◉◉◉◉◉
のま　  ひろや
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産業福祉常任委員会報告◎ （委員長:生駒 弘）

46,483千円

600千円

47,063千円

1，570千円

7，500千円

20,000千円

2,000千円

38,406千円

7，000千円

7，900千円

8,435千円

2,740千円

2,000千円

（歳入）総務費国庫補助金

（歳入）辺地対策事業債

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金事業

加工販売施設運営費

農地費

施設新築工事（町単独事業）

鳥獣防止対策費

（歳入）喜界町災害対策基金繰入金

（歳入）公営住宅建設事業債

（歳入）道路維持費

（歳入）民生費国庫補助金

母子保健事業費

子育て世帯生活支援特別
給付金事業費

農業振興課

保健福祉課

まちづくり課

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

（歳入）総務費国庫補助金
新型コロナウイルス感染症対応に係わる地方創生臨時交付金
（物価高騰分）
　
畑地帯総合整備事業の確定に係わる起債の組みなおし等
　
畜産事業者支援補助金
サトウキビ生産者支援補助金
園芸生産者支援補助金
　
設備の経年劣化に伴う修繕等
　
農道が陥没・水路破損等の修繕料
　
大朝戸地区の畑総事業に伴い農道の伐開等
　
１万５千円から２万円に増額。昨年は75頭、今年は半年間で
１４２頭と約２倍の成果が出ている為の増額
　
喜界町災害対策基金繰入金
　
地域住宅交付金事業
　
集落要望に伴うもの。町道の雑草除去費
　
新型コロナウイルス接種体制確保事業補助金。国からの補
助金。子育て世帯生活支援特別給付事業補助金。令和5年
度分の5万円給付の40名分
　
スポットビジョンクリーナーで3歳児健診の時に使用する、弱
視（斜視・遠視・近視等）を早期に発見して治療するための備
品。妊産婦助成金は最近ハイリスクの妊婦、体質・病気等で
早産の恐れがある。島外専門の産婦人科病院の近くで待機
してくださいという事案が増えてきており長期になる事案が
多い。1泊5千円を上限として90日、3分2を町が補助。１人
当たり３０万円×4名分です。今年度4月にさかのぼって実施
　
5万円の40人分
国から交付金として充てられる分

陳情第５号

議案第３９号

議案第40号

議案第41号

11

11

11

11

0

0

0

0

採択

可決

可決

可決

議　案 内　容 採決反対賛成

陳情･条例等案件報告◇ （議長は採決に含まず）

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、2024
年度政府予算にかかる意見書採択の陳情について
教職員の労働時間、業務負担の軽減により、生徒へも良い影響へ繋がると考えます。
　
鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の名称の変更及び同組合規約の
変更について
伊佐北姶良環境管理組合が伊佐湧水環境管理組合と名称が変更となったため規約を変更
　
字の区域変更について
手久津久地区畑総事業の工事、確定測量も完了し、それに係わる字の統合、境界が変わっ
ているので統合・変更になります。
　
喜界町下水道事業の設置等に関する条例の制定について
管理者を別に置かないで町長が管理者の権限を行う。年２回町長に業務状況を報告するこ
と。令和６年４月１日から施工する。

いこま ひろし



８

第３回定例会で６名の議員が町政全般にわたり一般質問を行いました。
質問と答弁を要約して紹介いたします。

一般質問 町政の
ここが聞きたい一般質問 町政の
ここが聞きたい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般質問

よねだ　 のぶや
質問する

米田 信也 議員

ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
側
の
駐
車
ス
ペー
ス

拡
大
へ

　
現
在
、
臨
海
公
園
内
ス
テ
ー
ジ
側
及

び
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
側
は
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
ビ
ー
チ

側
に
つ
い
て
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、

路
上
駐
車
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
指
定

を
目
指
す
本
町
と
し
て
は
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
年
度
か
ら
バ
ス
が
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
沿

い
を
運
行
し
て
い
る
、
ス
ギ
ラ
バ
ス
停
の

利
用
客
も
、こ
の
５
カ
月
で
74
名
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
道
路
幅
が
狭
く
、
路
上
駐
車

の
為
に
、
す
れ
ち
が
い
が
出
来
な
い
。
ま

た
、
夏
休
み
な
ど
子
供
た
ち
の
飛
び
出

し
も
あ
り
、
大
変
危
険
な
状
態
に
あ
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
側
の
駐
車
場
は
、
真
っ
す
ぐ

前
に
駐
車
で
き
る
よ
う
に
確
保
さ
れ
て
お

り
、ビ
ー
チ
側
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、

路
上
駐
車
が
多
く
、
バ
ス
の
運
行
時
、

す
れ
ち
が
い
が
で
き
ず
、
大
変
危
険
な

状
態
が
あ
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
側
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
か
ら

真
っ
す
ぐ
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
れ
ば
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
ビ
ー
チ
側
ま
で
確
保
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
町
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
企
画
観
光
課
長

　
ビ
ー
チ
側
は
台
風
の
た
び
に
砂
が
あ
が

る
状
況
で
、
空
港
臨
海
公
園
の
整
備
当

初
よ
り
、
ビ
ー
チ
側
の
駐
車
場
は
想
定

し
て
い
な
い
。

　
提
案
資
料
を
参
考
に
し
て
、
今
後
、

事
故
防
止
の
観
点
を
最
重
点
に
置
き
な

が
ら
既
存
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
と
、
空
港

側
、
滑
走
路
側
の
駐
車
場
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
提
案
を
受
け

て
、
再
度
協
議
を
し
て
い
く
。

観
光
大
使 

増
員

　
現
在
、
喜
界
島
観
光
大
使
は
松
井
美

緒
さ
ん一
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
令
和
３

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
喜
界
島
観

光
大
使
設
置
要
綱
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
。

町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
、Ｐ
Ｒ
動
画

に
よ
っ
て
喜
界
島
の
観
光
と
物
産
も
Ｐ
Ｒ

す
る
。

　
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
獲
得
等
に
向
け
た
観
光
大
使
を

増
員
し
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
も
ら

う
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　　
　
　
企
画
観
光
課
長

　
松
井
美
緒
さ
ん
が
観
光
大
使
に
就
任

し
て
、
約
２
年
に
な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
な
い
中
、
観
光
大
使
と

し
て
の
職
務
や
島
内
に
お
け
る
大
使
の
紹

介
等
、
思
う
よ
う
に
行
え
て
い
な
い
。

　
昨
年
度
、
東
京
に
て
開
催
さ
れ
た
喜

界
島
フ
ェ
ア
で
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
試
飲

用
の
お
茶
の
提
供
な
ど
本
町
の
魅
力
発

信
に
尽
力
い
た
だ
い
た
の
が
初
め
て
の

ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
本
年
、
開
催
さ
れ
た
喜
界
島
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
ス
タ
ー
タ
ー
役
や
町
民
と一
緒
に

沿
道
で
、
ラ
ン
ナ
ー
へ
声
援
を
送
る
よ
う

な
形
で
、
大
使
の
活
動
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
て
き
た
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
活
動

基
盤
を
し
っ
か
り
と
固
め
た
上
で
、
次
な

る
大
使
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

観光大使として活動する松井美緒さん

スギラビーチ駐車場拡大予想図
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拾い箱（志戸桶こども会）

どき　　かずき
質問する

土岐 和貴 議員

「
小
粒
で
も
き
ら
り
と
輝
く
い
い
島
」

実
現
に
向
け
て

① 「
小
粒
」
で
あ
る
こ
と
の
認
識
と
あ
る

が
本
町
が
考
え
る
「
強
み
」「
弱
み
」
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

② 

住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
施
策
の
立
案

と
、「
独
自
性
」「
先
駆
性
」
を
も
っ
た
施

策
の
展
開
を
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
か
。

③ 

本
町
の
弱
み
の一部
で
あ
る
「
消
極
的

な
姿
勢
」
を
払
拭
す
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　
　
町
長

① 

全
体
の
施
策
等
を
決
定
す
る
際
、
他

自
治
体
と
の
協
議
の
必
要
性
も
な
く
、

町
内
に
お
け
る
限
ら
れ
た
関
係
機
関
や

関
係
者
と
様
々
な
取
組
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
。
弱
み
に
関
し
て
は
他
地
域
か
ら
の

流
入
が
少
な
い
た
め
新
し
い
発
想
や
産

業
の
創
出
等
が
生
ま
れ
に
く
い
と
考
え
て

い
る
。

② 

隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
と
い
う
特
性
を

活
か
し
た
サ
ン
ゴ
留
学
制
度
や
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
へ
向
け
た
取
組
を
今
現
在
行
っ
て

い
る
。

③ 

本
町
は
様
々
な
固
有
の
資
源
を
有
し

な
が
ら
、
ア
ピ
ー
ル
不
足
に
よ
り
、
そ
の

資
源
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
。
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
力
を
入
れ
、
喜
界
島
フ
ェ
ア

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
に

加
え
、Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
な
ど
、
様
々
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

未
来
の
た
め
に
も
若
い
世
代
の
声
を

聴
い
て
ほ
し
い

　
少
子
化
の
背
景
と
し
て
、
経
済
的
自

立
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
、
子
育
て
に

対
す
る
若
者
の
様
々
な
不
安
心
理
が
作

用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

① 
子
ど
も
や
子
育
て
家
族
を
地
域
全
体

で
支
え
る
組
織
的
な
支
援
体
制
と
は
。

② 

妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯
に
向
け
て
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
い
る
と
思
う

が
、そ
の
中
で
多
く
挙
げ
ら
れ
る
「
不
安
」

「
悩
み
」
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

③ 

重
要
業
績
評
価
指
数
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
で

出
生
数
の
目
標
値
が
令
和
６
年
に
は
年

間
60
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
目
標
に
向
け

て
の
取
り
組
み
や
課
題
等
は
あ
る
か
。

④ 

共
働
き
を
前
提
と
し
た
社
会
に
向
け

た
支
援
な
ど
、
結
婚
や
子
育
て
を
望
む

若
者
に
向
け
て
、
夢
を
与
え
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長

① 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
母

子
相
談
や
親
子
教
室
な
ど
実
施
し
、
子

育
て
世
帯
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
来
年
度
、
次
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
な

る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

② 

家
族
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
こ
と
へ
の

不
安
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
、
相
談
支
援
の
充
実
を

さ
ら
に
図
っ
て
い
く
。

③ 

今
年
度
よ
り
１
歳
児
、
２
歳
児
を
対

象
に
、
し
ま
の
未
来
特
別
応
援
給
付
金

制
度
を
創
設
。
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
や
県

の
施
策
に
先
立
ち
、
町
の
財
源
を
使
っ
た

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

④ 

今
後
、
会
議
や
協
議
会
等
で
意
見
交

換
を
行
い
町
民
が一
体
と
な
っ
て
子
育
て

が
し
や
す
い
新
た
な
環
境
づ
く
り
を
さ
ら

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

海
ご
み
を
軸
に

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く

　
景
観
や
生
態
系
、
処
理
費
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
海
ゴ
ミ
。

　
「
み
ん
な
で
海
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る

島
だ
か
ら
行
く
」
と
い
う
人
を
増
や
し

観
光
振
興
や
環
境
保
全
の
両
立
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
で
島
の
未
来
は
明
る
く
な

る
と
考
え
る
。「
特
定
の
誰
か
」
が
活
動

す
る
だ
け
で
な
く
、「
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
ら

自
然
と
手
が
伸
び
る
人
・
地
域
」
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
本
町
の
自
然
保
護
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

① 「
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
ら
拾
う
と
い
う
行

動
」
を
島
全
体
で
習
慣
・
文
化
と
し
て

根
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
町
の

自
然
保
護
に
向
け
て
の一歩
を
踏
み
出
せ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

② 

学
校
教
育
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

や「
探
求
の
時
間
」と
の
協
働
。「
海
ゴ
ミ
」

と
い
う
地
域
課
題
を
教
育
資
源
に
で
き
る

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
町
民
税
務
課
長
・
教
育
長

① 

本
町
は
、
鹿
児
島
県
で
唯一「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」連
合
に
加
盟
し
て
い
る
。

今
後
、
ご
み
処
理
検
討
対
策
委
員
会
で

具
体
的
に
提
案
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

② 

ご
み
問
題
な
ど
を
含
め
た
様
々
な
事

象
を
通
し
た
環
境
教
育
や
地
域
素
材
を

活
か
し
た
郷
土
教
育
を
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
し

て
外
部
講
師
等
を
招
く
た
め
予
算
化
し

て
い
る
。
各
学
校
で
も
ジ
オ
パ
ー
ク
教
育

の一
環
と
し
て
、
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学

研
究
所
と
連
携
し
た
学
習
を
取
り
入
れ

る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
そ
こ
も
予
算
化

し
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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旧前川医院を活用したサンゴ留学の学生寮

のま　　ひろや
質問する

野間 弘也 議員

サ
ン
ゴ
留
学
事
業

官
民
連
携
の
必
要
性

　
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
課
題
や
問
題

点（
学
校
や
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
と
の

連
携
な
ど)

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
企
画
観
光
課
長

　
学
校
や
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
と
の

連
携
は
、
配
置
し
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
随
時
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

役
場
、
高
校
、
中
学
校
、
サ
ン
ゴ
礁
科

学
研
究
所
と
の
連
絡
協
議
会
を
年
３
回

程
度
開
催
し
連
携
及
び
情
報
共
有
を
図

り
、
日
常
生
活
を
過
ご
す
上
で
発
生
し

た
様
々
な
問
題
点
な
ど
は
、
そ
の
都
度
、

臨
機
応
変
に
対
応
し
寮
の
ル
ー
ル
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
行
い
改
善
を
図
っ

て
い
る
。

　
受
け
入
れ
後
の
寮
生
活
、
寮
運
営
等

で
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
企
画
観
光
課
長

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
勤
務
時
間
と
寮

生
の
生
活
時
間
の
ず
れ
に
よ
る
対
話
不

足
や
感
染
症
な
ど
の
対
応
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
も
そ
の
都

度
見
直
し
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。
今
後

は
、
生
活
面
や
地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
係
、
学
校
、
サ
ン
ゴ
礁

科
学
研
究
所
と
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
係
、
生
徒
募
集
に
携
わ
る
係
、
３
人

体
制
で
の
事
業
実
施
が
で
き
れ
ば
よ
り
円

滑
な
寮
運
営
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
サ
ン
ゴ
留
学
生
の
受
け
入
れ
目
標
者

数
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
企
画
観
光
課
長

　
連
絡
協
議
会
に
て
寮
の
規
模
、
受
入

れ
体
制
等
に
つ
い
て
協
議
し
決
定
す
る
こ

と
と
な
る
。

　
受
け
入
れ
者
数
増
加
に
向
け
新
た
な

寮
整
備
計
画
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
企
画
観
光
課
長

　
全
て
の
サ
ン
ゴ
留
学
生
を
管
理
で
き
る

体
制
の
寮
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
年
度
は
旧
前
川
医
院
の
解
体
撤

去
を
実
施
し
設
計
を
行
う
。
建
設
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
以
降
新
た
な
事
業
の
形

で
予
定
を
し
て
い
る
。
事
前
に
視
察
等
を

実
施
し
、
寮
の
み
の
利
用
で
は
な
く
、

地
元
の
高
校
生
と
の
交
流
が
で
き
る
多

目
的
交
流
施
設
と
し
て
も
計
画
を
考
え

て
い
る
。
来
年
度
は
、
空
き
家
を
活
用

し
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

意
欲
を
持
て
る
職
場
に

町
職
員
は
タ
レ
ン
ト

　
現
在
の
職
員
配
置
、
体
制
で
業
務
が

円
滑
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か(

チ
ー
ム
制

の
状
況
に
つ
い
て)

伺
う
。

　
　
　
総
務
課
長

　
導
入
か
ら
３
年
経
過
し
た
チ
ー
ム
制
に

つ
い
て
は
、
職
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

段
階
的
な
検
証
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
職

員
個
々
の
取
組
姿
勢
も
重
要
で
あ
り
、

チ
ー
ム
制
に
こ
だ
わ
ら
ず
良
い
と
こ
ろ
は

生
か
し
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
柔

軟
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

　
今
後
の
職
員
数
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
総
務
課
長

　
国
の
制
度
改
正
、
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
、

コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
案
件

等
で一部
職
員
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
は
認
識
を
し
て
い
る
。
定
員
管
理
に
つ

い
て
は
、
第
６
次
喜
界
町
定
員
管
理
適

正
化
計
画
の
中
で
動
い
て
お
り
、
中
間

年
に
あ
た
る
来
年
度
に
見
直
し
を
予
定

し
て
い
る
。
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

状
況
、
環
境
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
な
か
、

実
態
に
即
し
た
、
職
員
に
無
理
の
な
い
柔

軟
な
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　
庁
舎
内
の
環
境
整
備
や
育
児
・
産
後

休
暇
の
取
得
な
ど
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
伺

う
。

　
　
　
総
務
課
長

　
職
員
組
合
と
も
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
職
員
の
視
点
に
立
っ
て
改
善
で
き

る
と
こ
ろ
は
改
善
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た

産
休
、
育
休
、
そ
の
他
の
休
暇
に
つ
い
て

も
取
得
し
や
す
い
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
念
頭
に
、
管
理

職
を
は
じ
め
、
職
員
各
々
が
配
慮
で
き

る
よ
う
な
職
場
環
境
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
も
含
め
て
形
に
と
ら

わ
れ
ず
、
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
、

職
場
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
や

す
い
庁
舎
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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よしおか　りいちろう
質問する

良岡 理一郎 議員

土
地
利
用
規
制
法
へ
の
対
応
は

町
民
の
財
産
を
守
る
こ
と

① 

土
地
利
用
規
制
法
の
概
要
。

② 

本
町
の
特
別
注
視
区
域
内
の
対
象
施

設
及
び
区
域
内
の
集
落
名
、
住
民
数
、

地
目
の
特
徴
。
同
区
域
内
の
２
０
０
㎡
を

超
え
る
土
地
・
建
物
の
売
買
契
約
の
届

け
出
に
つ
い
て
伺
う
。

③ 

本
町
の
注
視
区
域
内
の
集
落
名
、
住

民
数
、
地
目
の
特
徴
。

④ 

今
後
、
政
府
の
調
査
予
定
、
調
査
後

の
区
域
の
変
更
が
あ
る
の
か
。

⑤ 

現
状
を
踏
ま
え
た
町
長
の
認
識
を
伺

う
。

　
　
　
町
長　
総
務
課
長

① 

法
の
概
要
に
つ
い
て
注
視
区
域
は
防

衛
関
連
施
設
等
そ
の
周
辺
お
お
む
ね
１
，

０
０
０
メ
ー
ト
ル
区
域
及
び
国
境
離
島
や

有
人
国
境
離
島
地
域
を
構
成
す
る
離
島

の
区
域
で
あ
る
。
特
別
注
視
区
域
は
注

視
区
域
の
う
ち
、
機
能
が
特
に
重
要
な

も
の
等
と
な
っ
て
い
る
。

② 

特
別
注
視
区
域
の
対
象
施
設
は
自
衛

隊
喜
界
島
通
信
所
で
あ
り
、
対
象
集
落

は
城
久
、
川
嶺
、
山
田
で
集
落
民
は
２

３
９
名
。
地
目
は
畑
、宅
地
が
主
で
あ
る
。

２
０
０
㎡
超
の
土
地
・
建
物
の
売
買
に
つ

い
て
は
契
約
締
結
前
に
売
主
と
買
主
双

方
が
届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

③ 

注
視
区
域
は
、
ま
ず
塩
道
、
花
良
治
、

蒲
生
、
佐
手
久
、
志
戸
桶
東
部
、
志
戸

桶
南
部
集
落
、
そ
れ
か
ら
浦
原
、
先
山
、

上
嘉
鉄
西
、
上
嘉
鉄
中
、
上
嘉
鉄
東
、

手
久
津
久
集
落
、
そ
れ
か
ら
荒
木
集
落

で
あ
る
。
３
か
所
の
住
民
は
１
，８
６
３

名
で
地
目
は
宅
地
、
畑
、
海
岸
地
帯
で

あ
る
。

④ 

区
域
指
定
移
行
後
も
利
用
状
況
調
査

は
継
続
し
て
行
う
。
調
査
結
果
で
区
域

変
更
は
想
定
し
て
い
な
い
。

⑤ 
現
状
を
踏
ま
え
て
の
認
識
は
、
今
の

と
こ
ろ
は
直
接
的
に
は
影
響
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
認
識
で
い
る
。
も
し
町
民

や
財
産
に
影
響
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ

な
り
に
対
処
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

来
年
秋
の
健
康
保
険
証
廃
止
は

延
期
す
べ
き

① 

本
町
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
対
象
者
数
、

交
付
者
数
交
付
率
。
国
と
県
の
交
付
率
。

② 

未
交
付
者
枚
数
（
申
請
者
未
引
き
取

り
で
役
場
に
滞
留
し
て
い
る
枚
数
）、
そ

の
対
策
。

③ 

マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
共
同
通
信

社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
回
答
し

た
か
。

　
　
　
町
民
税
務
課
長･

保
健
福
祉
課
長

① 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
本
年

８
／
20
現
在
、
対
象
者
数
６
，５
６
５
名
、

交
付
者
数
が
４
，６
２
５
名
、
交
付
率

70
．45
％
で
あ
る
。

国
の
交
付
率
は
75
．23
％
、
県
が
81
．04
％

で
あ
る
。

② 

未
交
付
枚
数
は
８
／
23
現
在
、
１
カ

月
以
上
滞
留
し
て
い
る
の
は
67
枚
。
今

後
の
対
応
は
引
き
取
る
よ
う
再
通
知
を

す
る
。
そ
の
後
、
半
年
を
過
ぎ
た
時
点

で
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
裁
断
し
廃
棄
す
る
。

③ 

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
中
で
、
国
民
の
不
安
感
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
共
同
通
信
社
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
来
年
秋
の
保
険
証

廃
止
を
延
期
す
べ
き
と
回
答
し
て
い
る
。

共
同
納
骨
堂
は
検
討
委
員
会
を
解
散

今
後
は
町
に一任

① 

現
在
の
進
捗
を
伺
う
。

② 

町
長
の
決
意
を
伺
う
。

　
　
　
町
長　
町
民
税
務
課
長

① 

令
和
４
年
７
月
15
日
開
催
の
第
３
回

納
骨
堂
検
討
委
員
会
を
も
っ
て
委
員
会
は

解
散
し
た
。

　
検
討
内
容
は
、建
設
場
所
、運
営
方
法
、

納
骨
費
な
ど
を
議
論
し
、
最
終
的
に
は

出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
町
に一任
し
た
。

② 
納
骨
堂
は
多
く
の
町
民
が
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
面
も
あ

る
が
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

耐
用
年
数
47
年
の
火
葬
場
と一体
化
し
て

の
建
設
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

香
典
料
は
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
情
報
収
集
を
検
討

　
本
町
の
香
典
料
は
町
内
関
係
団
体
と

の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
長
い
間
２
，０
０

０
円
か
ら
３
，０
０
０
円
を
慣
習
（
目
安
）

と
し
て
い
る
。

　
最
近
は
年
金
の
実
質
減
、
物
価
高
騰

と
も
相
ま
っ
て
見
直
し
の
要
望
も
聞
か
れ

る
。
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て

見
直
し
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　　
　
　
教
育
長

　
本
町
は
過
去
に
、
町
教
育
委
員
会
、

町
区
長
会
、
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

等
の
連
携
で
喜
界
町
生
活
改
善
実
践
事

項
と
し
て
、
冠
婚
葬
祭
の
持
参
金
や
当

時
の
料
理
の
献
立
な
ど
に
つ
い
て一
定
の

考
え
方
が
提
示
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

香
典
料
は
３
，０
０
０
円
の
相
場
感
が
定

着
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
香
典
料
は
基
本
的
に
は
個
人
の
判
断

や
思
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、場
合
に
よ
っ

て
は
価
値
観
や
思
想
・
信
条
と
言
っ
た
こ

と
に
も
触
れ
る
機
微
な
問
題
で
あ
る
。
慎

重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
環
境
の
変
化
も
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
何
ら
か
の
機
会
で
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
、
情
報
取
集
を
検
討
し
て
い

く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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いくしま  つねのり
質問する

生島 常範 議員

早
朝
船
便
利
用
者
の
交
通
手
段

早
期
解
決
を

　
二
度
も
取
り
上
げ
た
が
改
善
が
な
い
。

島
民
だ
け
で
な
く
、
島
外
、
海
外
か
ら

来
島
の
方
に
も
申
し
訳
な
い
状
況
で
喜
界

島
の
印
象
が
悪
く
な
る
。
24
時
間
公
共

交
通
が
機
能
し
て
い
る
状
態
に
な
る
の
は

い
つ
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
町
長･

企
画
観
光
課
長

　
出
来
る
だ
け
早
く
解
決
す
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
が
、現
状
を
お
詫
び
し
た
い
。

全
国
的
に
運
転
手
不
足
で
国
も
制
度
改

正
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
町
も
道
路

運
送
法
に
基
づ
き
公
共
交
通
会
議
で
議

論
し
て
い
る
。
改
善
策
の
結
果
が
公
開
で

き
る
際
に
は
町
民
に
も
お
伝
え
し
た
い
。

早
町
港
潮
位
計
設
置
は
困
難

　
二
度
取
り
上
げ
、
市
町
村
会
、
国
や

気
象
庁
そ
し
て
徳
之
島
、
沖
永
良
部
、

与
論
の
首
長
と
も
話
す
と
の
こ
と
だ
が
ど

う
な
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
町
長

　
海
保
、
気
象
庁
、
国
土
地
理
院
、
自

治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
潮
位
計

を
設
置
し
て
い
る
が
、
改
め
て
本
町
は
何

を
目
的
に
要
望
す
る
の
か
、
緊
急
性
、

必
要
性
か
ら
考
え
た
結
果
難
し
い
と
判

断
し
、
関
係
機
関
及
び
群
島
内
首
長
と

も
話
は
し
て
い
な
い
。

相
撲
場
整
備
は
検
討

　
体
育
館
で
土
俵
マ
ッ
ト
を
使
用
し
て
開

催
し
た
夏
祭
り
相
撲
大
会
は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
熱
の
入
っ
た
取
り
組
み
や
新

生
児
の
土
俵
入
り
で
大
変
な
盛
り
上
が

り
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
脳
震
盪
を
起
す
の
で
は
と
の

心
配
の
声
も
あ
っ
た
。
相
撲
場
施
設
は
い

つ
完
成
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
教
育
長

　
相
撲
場
は
平
成
30
年
の
台
風
被
害
で

撤
去
し
た
た
め
、
今
回
は(
財)

日
本
相

撲
連
盟
認
定
の
室
内
土
俵
を
使
っ
て
実
施

し
た
。
子
ど
も
達
に
は
有
効
活
用
で
き
る

が
、
成
人
力
士
に
は
ケ
ガ
の
お
そ
れ
や
踏

ん
張
り
が
効
か
な
い
等
課
題
な
ど
も
あ
っ

た
の
で
、
新
た
な
町
営
相
撲
場
整
備
に

関
し
て
相
撲
連
盟
と
も
連
携
し
て
検
討

し
た
い
。

中
里
殉
難
供
養
塔
な
ど
の

景
観
維
持
は
課
題

　
喜
界
町
・
喜
界
町
議
会
協
賛
で
建
て

ら
れ
た
中
里・立
波（
た
ん
に
ゃ
み
）の「
巌

部
隊
二
番
機
殉
難
供
養
塔
」
は
町
民
に

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
管
理
は
高
齢
の
方

が
行
っ
て
い
る
。
表
示
板
等
設
置
し
行
政

だ
け
で
な
く
、
広
く
町
民
に
存
在
を
知

ら
せ
、
町
民
参
加
型
で
持
続
可
能
な
景

観
維
持
の
仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
　
町
長

　
慰
霊
碑
等
の
維
持
管
理
は
全
国
的
な

問
題
だ
が
、
そ
の
存
在
は
大
変
重
要
だ
。

こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た
関
係
者
の
意
見

を
聴
い
て
適
正
な
関
わ
り
方
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

　
歴
史
的
文
化
遺
産
で
水
天
宮
の
総
本

山
と
も
言
わ
れ
る
百
之
台
水
天
宮
は
か
つ

て
集
落
の
代
表
が
集
ま
っ
て
雨
乞
い
を
し

た
所
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
す
島
と
し
て

も
重
要
な
場
所
だ
。
案
内
板
設
置
等
で

町
民
に
広
く
知
ら
せ
、一
緒
に
管
理
し
て

い
く
仕
組
み
を
作
れ
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
町
長

　
現
在
は
管
理
者
が
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
す
島
と
し
て
サ

ン
ゴ
、
湧
水
、
雨
乞
い
等
の
歴
史
文
化

を
大
事
に
し
て
い
こ
う
と
な
る
と
必
ず
入

る
場
所
だ
と
思
う
の
で
、
そ
う
し
た
ひ
と

く
く
り
の
内
容
で
提
案
し
て
頂
き
た
い
。

　
沖
名
泊
、
平
家
森
と
並
ぶ
重
要
な
史

跡
で
あ
る
七
城
跡
。
平
成
29
年
、
先
輩

議
員
の
質
問
に
「
七
城
跡
ま
で
の
案
内

板
設
置
や
樹
木
の
伐
採
、
除
草
等
を
考

え
て
い
る
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
平
家
上

陸
の
足
跡
が
理
解
で
き
る
案
内
板
設
置

や
町
民
に
呼
び
か
け
て
「
海
へ
の
視
界
は

東
側
に
１
８
０
度
」（
喜
界
町
誌
）
が
実

感
で
き
る
景
観
維
持
が
で
き
な
い
か
伺

う
。
　　

　
　
町
長･

教
育
長

　
前
回
は
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
必

要
な
検
討
す
る
と
い
う
旨
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
七
城
跡
は
県
、
町
指
定
の
文
化
財

で
は
な
い
の
で
、
文
化
財
保
護
審
議
会
等

で
議
論
し
て
頂
い
て
判
断
し
た
い
。
除
草

等
は
集
落
と一緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
が
、

（
１
８
０
度
視
界
の
た
め
崖
の
雑
木
伐
採

は
）
安
全
面
確
保
が
困
難
な
の
で
ご
理

解
頂
き
た
い
。

町
民
参
加
型
の
慰
霊
祭
再
開
は

検
討

　
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
と
平
和
の
尊
さ

を
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
以
前

の
よ
う
に
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

も
開
催
し
、
子
ど
も
達
を
含
む一般
町
民

に
も
参
加
し
て
頂
い
て
は
如
何
か
。

　
　
　
町
長

　
平
成
26
年
に
遺
族
会
が
解
散
し
た
こ

と
を
機
に
平
成
28
年
か
ら
は
終
戦
記
念

日
に
遺
族
と
行
政
関
係
者
が
百
之
台
の

慰
霊
塔
前
で
追
悼
し
て
い
る
。
近
年
は

遺
族
の
参
加
も
無
く
な
っ
た
が
、
遺
族
の

方
々
や
関
係
者
と
協
議
し
て
節
目
の
年

等
で
追
悼
式
等
が
で
き
な
い
か
検
討
し
た

い
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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さかえ  ゆうた
質問する

榮 優太 議員

公
園
管
理
の
縮
小
見
直
し
財
源
を

公
民
館
の
充
実
し
た
整
備
へ

① 

将
来
人
口
を
見
据
え
公
園
管
理
コ
ス

ト
削
減
や
有
効
な
活
用
に
つ
い
て
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。
利
用
頻
度
の
少
な

い
公
園
や
活
用
性
の
な
い
公
園
の
廃
止
。

② 

毎
年
の
公
園
管
理
維
持
費
は
何
か
所

ぐ
ら
い
で
幾
ら
ぐ
ら
い
か
。

③ 

公
園
や
学
校
跡
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、

集
落
公
園
管
理
は
集
落
作
業
で
補
い
管

理
で
き
な
い
所
は
、
廃
止
も
検
討
し
ト
イ

レ
や
水
道
な
ど
、
修
繕
費
の
み
助
成
し
て

は
ど
う
か
。

④ 

コ
ス
ト
削
減
で
き
た
費
用
は
利
活
用

性
の
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
整
備
や
公
園
の

さ
ら
な
る
遊
具
整
備
、
ま
た
、
集
落
公

民
館
の
充
実
し
た
整
備
費
用
に
充
て
る
こ

と
も
で
き
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
企
画
観
光
課
課
長

① 

公
園
の
見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
現
在
、
町
管
理
公
園
な
ど
32
か

所
の
点
検
作
業
を
行
い
、
今
後
、
関
係

各
所
に
協
議
の
上
、
縮
小
、
廃
止
、
改

修
等
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
中
西
公
園
に
つ
い
て
は
地
盤
沈
下
、
陥

没
の
お
そ
れ
が
あ
る
危
険
箇
所
と
の
こ
と

で
、
現
在
公
園
か
ら
除
外
し
、
国
立
公

園
指
定
解
除
の
手
続
を
進
め
て
い
る
。

② 

令
和
４
年
度
で
企
画
観
光
課
所
管
分

で
18
か
所
、
２
，３
６
０
万
円
。

　
　
　
町
長

③ 

初
期
の
目
的
を
達
成
し
た
も
の
や
活

用
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

廃
止
の
方
向
に
進
ん
で
い
く
と
は
思
っ
て

い
る
。
集
落
や
町
民
の
意
向
も
尊
重
し

な
が
ら
全
体
的
な
見
直
し
を
検
討
、
集

落
や
町
民
か
ら
積
極
的
な
声
が
あ
れ
ば

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

④ 
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、公
園
管
理
経
費
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、

現
状
に
応
じ
た
予
算
配
分
が
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
避
難
場
所
で
あ
る
集
落
公
民

館
の
充
実
し
た
環
境
整
備
を

① 

災
害
時
、
多
く
の
集
落
民
が
避
難
す

る
公
民
館
で
あ
る
が
、
空
調
設
備
や
マ
ッ

ト
レ
ス
な
ど
な
い
た
め
、
避
難
者
が
限
界

ま
で
避
難
し
な
い
理
由
で
も
あ
る
。
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
快
適
に
避
難
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
空
調
設
備
や
マ
ッ
ト

レ
ス
、発
電
機
な
ど
を
支
給
で
き
な
い
か
。

② 

集
落
公
民
館
に
避
難
者
が
増
え
れ

ば
、
役
場
庁
舎
や
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

の
み
避
難
所
開
設
を
し
、
ほ
か
の
施
設
の

避
難
開
設
を
減
ら
す
こ
と
に
も
な
り
、
対

応
す
る
職
員
減
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
公
民
館
の
利
活
用
頻
度
も
増

え
、
集
落
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
公
民
館
の
さ
ら
な
る
充
実
し
た
整

備
の
検
討
を
進
め
て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
総
務
課
長

① 

マ
ッ
ト
レ
ス
に
つ
い
て
は
貸
出
し
を
し

て
い
る
。
集
落
公
民
館
に
置
い
て
お
く
こ

と
も
可
能
、
発
電
機
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
特
に
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。
空

調
設
備
に
つ
い
て
は
現
在
宝
く
じ
助
成
事

業
を
活
用
し
て
、
各
集
落
、
公
民
館
に

順
次
設
置
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状

況
。
宝
く
じ
助
成
事
業
の
予
算
を
確
保

し
た
上
で
、
事
業
を
活
用
し
た
集
落
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
設
備
の
充
実
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

② 

公
民
館
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
高
齢
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
の
っ
と
っ

て
、
年
次
的
に
実
施
を
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
に
か
け
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
が
あ
り
活
用
し
て
機
能
強
化
、

雨
戸
設
置
や
外
ト
イ
レ
の
解
消
な
ど一時

的
な
機
能
強
化
が
で
き
た
が
、
今
後
も

補
助
事
業
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

燃
油 

飼
料 

肥
料
価
格
高
騰

農
家
へ
の
支
援
拡
大

① 
長
期
的
に
続
い
て
い
る
高
騰
対
策
の

更
な
る
支
援
は
考
え
て
い
る
か
？

② 

子
牛
価
格
の
低
下
に
よ
り
生
産
者
が

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
燃
油
や
飼
料
が

高
騰
し
て
子
牛
の
価
格
ま
で
大
き
く
下

が
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
上
長
引
く
と

廃
業
す
る
生
産
者
の
話
も
聞
こ
え
て
く

る
が
早
急
に
支
援
で
き
な
い
か
。

　
　
　
総
務
課
長

① 

前
年
度
に
引
き
続
き
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
支
援
策
を
講

じ
る
。
畜
産
関
係
で
は
、
農
業
共
済
、

家
畜
共
済
の
掛
金
に
対
す
る
支
援
、
そ

れ
か
ら
糖
業
並
び
に
園
芸
関
係
に
つ
い
て

は
、
農
薬
や
肥
料
の
価
格
高
騰
に
対
す

る
支
援
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
農
業
振
興
課

② 

今
般
の
飼
料
価
格
の
高
騰
や
子
牛
セ

リ
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
５
年
前
と

比
べ
飼
養
頭
数
は
増
え
た
が
、
経
費
が

上
が
り
、
収
入
が
減
少
す
る
と
い
う
大

変
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
畜
産
農
家
で
は
、
牛
の
飼
育
に
必
要

な
飼
料
代
な
ど
を
捻
出
す
る
こ
と
が
優

先
さ
れ
、
家
畜
共
済
事
業
に
加
入
で
き

な
い
農
家
が
現
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
に
加
入
が
困
難
な
農
家
が
出
て
く

る
こ
と
が
現
在
最
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
全
畜
産

農
家
を
対
象
に
家
畜
共
済
の
掛
金
を
支

援
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
並

び
に
様
々
な
リ
ス
ク
の
回
避
、
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
よ
う
、
早
急
に
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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印刷：渕上印刷株式会社

193号

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、5
類
に
移
行
に
な
り
徐
々
に
元

の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ

る
。9
月
10
日
喜
界
中
学
校
の
体
育

祭
、9
月
24
日
早
町
小
学
校
の
運
動

会
が
行
わ
れ
、保
護
者
及
び
一
般
の
観

戦
が
何
の
制
限
も
な
く
応
援
で
き
た

の
は
と
て
も
嬉
し
い
。私
も
、議
員
に

な
り
初
め
て
参
加
し
た
小
学
校
の
運

動
会
で
は
、孫
と
走
り
と
て
も
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
議
員
、広
報
委
員
会
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
文
責  

倉
橋 

博
都

倉
橋 

佳
子 

（
志
戸
桶
集
落・40
代
）

く
ら
は
し　

よ
し
こ

良
岡 

理
一
郎

生
島 

常
範

野
間 

弘
也

倉
橋 

博
都

米
田 

信
也

土
岐 

和
貴

喜
界
町
議
会

広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
員

編

集

後

記

　

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
青
い
空
と
碧
い
海
―

　

ま
だ
学
生
の
頃
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
に
訪
れ
た
喜
界
島
。
海
と
人
に
魅
せ
ら
れ
、
毎
回

船
で
帰
る
の
が
名
残
惜
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
都
会
に
比
べ
る
と
何
も
な
い
島
で
す
が
、
当

時
は
そ
れ
が
新
鮮
で
心
地
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
れ
か
ら
二
十
数
年
。
縁
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
い
ま
私
は
島
に
暮
ら
し
、
三
人
の
子
育
て
を

し
て
い
ま
す
。
何
も
な
い
で
す
が
、
退
屈
し
な
い
こ
の
島
が
大
好
き
で
す
。

　

こ
こ
喜
界
島
の
海
の
美
し
さ
、
豊
か
さ
は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
島
に
暮
ら
し
て
い
る
と
、
島
の
人

た
ち
が
海
は
怖
い
。
と
言
っ
て
あ
ま
り
サ
ン
ゴ
礁
域
に
ま
で
泳
い
で
出
た
り
し
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
海
が
身
近
な
の
に
、
私
た
ち
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
な
が
ら
当
た
り
前
に
見
て
い
た
美
し
い

景
色
を
島
の
人
た
ち
は
知
ら
な
い
の
だ
な
、
と
。
あ
ん
な
に
綺
麗
な
の
に
も
っ
た
い
な
い
な
、
と
思
って

し
ま
い
ま
す
。
是
非
一度
見
て
も
ら
い
た
い
！

　

私
自
身
以
前
は
海
の
仕
事
に
携
わ
り
、
主
人
は
漁
師
、
主
人
の
父
も
漁
師
で
母
は
今
で
は
島
で一

軒
だ
け
に
な
って
し
ま
っ
た
魚
屋
を
営
ん
で
い
ま
す
。
海
好
き
に
は
恵
ま
れ
過
ぎ
た
環
境
で
す
。

　

島
に
長
年
暮
ら
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
『
島
魚
を
島
人
が
食
べ
て
い
な
い
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

理
由
は
様
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
漁
獲
量
や
価
格
、
調
理
の
仕
方
…
。
そ
も
そ
も
島
で
ど
ん
な
魚
介

類
が
獲
れ
る
の
か
、
特
に
若
い
方
々
は
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
た
い
な
い
な
ぁ
…
。

　

鮭
や
鰤
（
ぶ
り
）
な
ど
も
美
味
し
い
で
す
が
、
是
非
島
に
暮
ら
す
人
に
島
魚
の
美
味
し
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
。
新
鮮
な
島
魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

今
だ
に
驚
く
こ
と
な
ん
で
す
が
、
獲
れ
る
魚
の
ほ
と
ん
ど
に
方
言
の
名
前
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
港

で
釣
れ
る
魚
に
も
、
で
す
。
き
っ
と
ず
っ
と
昔
か
ら
獲
っ
て
い
て
馴
染
み
が
あ
る
か
ら
こ
そ
方
言
名
が

あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
魚
に
方
言
が
あ
って
面
白
い
で
す
。

　

方
言
と
言
え
ば
、
島
の
方
言
も
ま
た
独
特
で
非
常
に
面
白
い
で
す
ね
。

　

以
前
か
ら
島
の
お
じ
い
や
お
ば
あ
と
接
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
お
か
げ
さ
ま
で
聞
き
取
り
は

ほ
ぼ
不
自
由
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
流
暢
に
話
す
の
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
で
す
。

　

沖
縄
の
方
言
と
似
て
い
る
よ
う
で
違
い
、
ま
た
奄
美
と
も
若
干
違
う
。
更
に
島
内
で
も
集
落
が
変

わ
れ
ば
方
言
も
変
わ
る
。
な
ん
て
面
白
い
ん
だ
ろ
う
！
難
し
い
け
ど
！
と
思
い
な
が
ら
、
子
供
が
持
っ

て
く
る
方
言
の
宿
題
で
は一緒
に
勉
強
さ
せ
て
も
ら
って
い
ま
す
。

　

島
魚
も
方
言
も
、
他
所
に
は
な
い
島
の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
面
白
い

も
の
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。
何
も
な
い
、
な
ん
て
こ
と
は
な
い
！

議会のうごき （10月～12月）

10月３１日
　　　離島町村議会議長行政調査
　　　（鹿児島県出水郡長島町）議長

11月２８日　
　　　離島議長全国大会（東京）議長

11月２９日　
　　　議長全国大会（東京）議長

次の議会は、12月上旬を予定しています。

また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット
中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、録画
 もご覧いただくことができます。）

午前9時30分 開会
皆様の傍聴をお待ちしています。

お問合せ　喜界町議会事務局  電話 65 -1115

〝
何
も
な
い
〞シ
マ
に
あ
る
も
の

ご案内


